
 
 
 
 
 
 
 
 

新校長紹介 
平良校長先生の後任として、長井小学校から参りました本間健一と申します。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 
 校長として、２校目になりますが、長井と汐入では、様々な点が違います。似ていると

言えば、どちらも伝統ある学校で、地域がとてもしっかりしているということです。（長

井小は、今年で創立１２２周年） 
 私は、今から１２年前に、汐入小学校で勤務していました。保護者の

方の中に、その頃のことを覚えている方もいらっしゃるのではないでし

ょうか。１２年前から、小規模校ではあったのですが、その頃より、さ

らに小規模になっているので、とても驚いています。 
 しかし、一人ひとりの子どもたちの姿は変わらず、入学式準備で登校した５．６年生の

様子を見ても、話をよく聞き、与えられた仕事にまじめに取り組もうとする姿勢が感じら

れました。先輩のそういう姿を見て、低学年の子どもたちが育っていくという汐入小の良

き伝統を感じました。 
 この学校だよりで、学校や児童の様子を発信し、学校と保護者・地域の方々の架け橋に

なればという願いをこめて、学校だよりの名前を「かけ橋」にしました。また、発信だけ

でなく、保護者・地域の方々の声もお寄せいただけたらありがたいと思います。 
 
 汐入小学校の学校教育目標「元気でやりぬく子  すすんで学ぶ子  思いやりのある

子」を受けて、以下の３つを今年度の重点目標として取り組んでいきたいと思っています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

自分ができることを考えて行動しよう 

 「３月１１日の東日本大震災の影響で、いまだに避難所生活を送っている人が大勢いま

す。自分がやるべきことやできることを精一杯やることが、その人たちへのエールになり

ます。」 
始業式で、子どもたちにそんな話をしました。１学年進級した子どもたちの心に、少し

でも残っていてくれればと思います。 

平平成成２２３３年年度度  汐汐入入小小学学校校重重点点目目標標  
★出会いや体験を通して、新たな見方や考え方を自ら身に付け、自己有用感を

高め、学ぶことの大切さを実感できる授業づくり 
★人と関わるよさ、集団で活動する価値を実感できる学級づくり 
★教育活動を発信し、家庭や地域と連携できる学校づくり 


